The Zoological Society of Japan 


w 


H KERER RUE ER o SS SS en ee 
24. o Ze ヤ ス デ 科 の 1 新 Ri 


déi 


= 好 保 徳 
愛媛 県 松山 北 高等 学校 


昭和 33 年 2 月 21 日 受領 


Pterygostegia gen. nov. (タロ イワ ヤス デ 司 ) 

本 新風 は 近 継 の ミコ シャ ヤス デ 属 . Syntelopodeuma 及び フト ケ ヤ ス デ 属 okyosoma ELT ke ZE D, し か 
し 次 の 諸点 で 区 別 さ れる 。 

属 の 特徴 : HE, Gei d CC 胴 節 は 32。 第 6 背 板 より 側 半 な が 著しく 広く 発達 し 。 体 の 中 央 部 で は 最も 広く , 
後方 に ら に た る に し た が っ て 次 次 小 と な り , 第 27, 第 28 で 女 に 小形 と な り そ の 後方 の 体 節 で は 側 喉 は 全く 
な いら 。 と れ ら の 側 天 は 少し 背面 へ 反っ て いる 。 雄 の 第 1, 第 2 歩 肢 は 甚だ 短小 で ある が と れ KC 反 し て 第 3 か 
ら 第 7 歩 朋 ま で は と くに 大 形 且 肥大 し て いる 。 雄 で は 第 3 歩 表 より ほとん ど 体 の 後 強 の 歩 肢 に いた る まで , 
その 腹 節 が に ち じ る し く 弓 状 狂 曲 し て に る 。 有 踊 節 は 基 だ 長く , 先 敵 部 が 少し 龍 曲 し て いる か 。 ある いね は 殆 
CEMAT E 5. EOR RME ERL TS boZ AMEN EL TCi. IEOR B, 第 9 歩 肢 
基 人 節 の 形状 は フト ケヤキ ス デ 属 似 て いて ミコ ュ シ ヤス デ 属 の 如く 第 9 基 節 に 23 MoR L RHED A E 
ken D E Luz Lee 

生殖 和枝 : HEIER Sr pmb Rib k (Abb. IL A) BIL WEE EE (Bst) より 後方 へ 向っ て 中 
wjr (M) が 船形 を し て 突出し, か つ 西 側 へ その 末端 突起 (SH) が 突出 し て いる 。 その 関係 を や や 模型 的 に 
示す と Abb. I, E の 如く で ある 。 後 生殖 肢 の 基 節 に は 内 外 の 大 角 状 突起 が あり, 内 方 基 節 突起 (GF) は 前 
生殖 肢 合 底 端 革 の 未 端 突起 の 也 の 中 へ 入 D その 後面 へ 所 け で て いる 。 生殖 肢 を 後面 か ら 見 る と , 前 生 殆 肢 の 
EE ER (s) に 接する と と ろ K 鞭 状 大 陣 毛 (Pp) が 生じ , これ は 合 着 端 上肢 の 中 基 片 の 下面 に か くれ , 
その 先端 は 合 藩 敵 肢 未 端 突起 の 後面 中 央 の 毛 叢 亀 裂 (Abb. I, D © fi) と と ろ 現 れ て いる 。 
- (Œ) と の 苺 状 大 隔 毛 (Abb. I, D の p) は Totyosoma 一 Tokyosominae に は な い に と 原 記 載 者 Verhoef 
は の べ て に る が な が の, それ は Verhef の 明らか な 誤認 で あっ て , TORAL d k l DORRE つ 
ゅ て くわ し く 観 窪 し た 結果 は 皆 こ とれ を も っ て いら る 。 た だ だ 観察 か 甚だ 困難 で ある 。 多 Verhoef の Tokyosoma 
の 原 記載 に 伴 5 生 殖 肢 の 図 の 前 面 図 と 説明 し て ある も の は 明らか 区 後面 図 の 誤り 9 で あっ て , その 図 に こと の 羅 
状 大 剛毛 の 基部 が 描か れ て いる に も ゃ も か か わら ず そ の 先端 を つき と め て それ が か が 詩 状 大 隊 毛 で ある と と を 指示 さ 
れ な か っ た と と は 残念 で あっ た 。 ' 
l 属 模式 竹 : Pterygostegia kuroiwadensis Miyosi 


Pierygostegia kuroiwadensis sp. nov. (クロ イワ ヤス デ ) 

HRE 18.mm 体 編 前 環 節 1.3mm Ston 2.7 mm. 

HEE 17 mm iapa 1.4mm 後 環 節 2.5 mm. 

PREGO, 眼 は 約 18 個 の 黒色 単眼 の 集合 より を る 。 前頭 , 頭頂 に 毛 多 し 。 触 角 は 第 3 節 最 長 , その 
各 節 の 長き と 幅 と の 比 は 第 2 節 =22:8, 第 3 節 =37:8。 5 4 fid 30:8, 第 5 節 王 34:8。 第 6 節 三 18: 9 
で ある 。 頸 板 は 頭 部 より 幅 小 で 精 円 形 。 痛 隆 起 た し 。 第 2 珍 板 より その 側 方 に 冶 隆 起 を 生じ , それ は 後方 に 
至る ほど 大 形 と を り , 第 5 第 6 背 板 より つ に に それ は 幅広 に 側 距 (に 発達 する 。 な お と れ ら 背 板 側 方 に は 先 


1) と の 私 の 一 連 の 研究 は 文部 省 の 科学 研究 助成 補助 金 に よる と と ころ 多く , 記し て 感謝 の 意 を 表す 。 
2) 1932 Zool. Jahrb. Syst., Bd 62, Heft 5/6, p. 510: 
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Abb. I. Pterygostegia kuroiwadensis sp. nov. A=2 Rumpfsegmente aus der KSrperrnitte. 


B=Ocellen. G=Männchen, 8. Bein von vorn gesehen, sa: Koxalsäckchen. - D= Gono- 
poden von hinten gesehen, und nicht von vorn, punktierter Teil zeigt die vorderen Gon., 
s: Syncoxit des v. Gon., p: Pseudoflagella, m: Mittellappen des Syntelopodits, stl: End- 
schild des Syntel, fi: Haarspalt im Endschild, iF- innerer Fortsatz des h. Gon., aF: 
äusserer Fortsatz des h. Gon., CH. Coxa des h. Gon., Prf: Praeiemur, rt. Resttelopodit 
des b. Gon., SH. sternale Piatte des h. Gon. 


の と が ら な いらい 大 剛毛 を 3 本 ずつ も っ て いる が , 体 の 中 央 部 の 側 忠 に お いて は 前 方 の 大 聞 毛 か ら 内 方 の 大 剛毛 
まで の 距離 は 後方 の 大 防 毛 に いた る 距離 の 約 51D b. ARIERO RA L A o TH, REE 
に は ひく い ゆい 棒 円 形 の 畑 隆 起 が ある 。 一 般 的 な 歩 表 の 形態 は 属 後 で の べた 如く で ある が , さら を 雄 の 第 8 歩 肢 
で みれ ば 踊 節 と 能 節 と の 長 さ の 比 は 57: 40 Cb, MEDE 8, 第 9 歩 法 の 基 節 は , フト ケ ヤ ス デ 必 の そ 
れ 似 て いら る が , 第 8 基 人 節 の 基 館 線 の 前 面 K 生 じ て に る 長橋 円 形 の 基 第 腺 可 (Abb. I, C の sa) は NEEE 
ER rb Ke oben LKE LC ken b, HE ORC は 先端 前 方 に 1 つの 突起 (Fo) を 有する の み で , 
第 9 基 節 で も と の 点 同 じ で あっ て ミコ シャ ヤス デ 属 に みる よう な 著 し に 突出 物 は な いら 。 

生殖 肢 : 前 生殖 肢 合 落 喘 野 の 中 基 片 の 船首 汰 笑 起 が 長大 で あり , Rb rat eat bloe 
い 。 婦 後生 殖 肢 の 前 肛 々 節 は 短大 で ある 。 

(Œ) Verhoef が Tokyosoma の 原 記載 に 用い た 標本 は 高 薬 か ら 送 付き され た も の で Verhocf は それ を 
1929 年 2 月 6 日 受取 っ て いる 。 そし て 同年 5 月 16 日 発信 の 高 薬 へ の 手紙 の 中 (C。 それ を Tokyosoma 
n. g. takakuwai n. sp. と する と いち と と が 知ら され て いる 。 その 後 Verhoef GO Bronns RK u. O. d. 
Tierreichs—Diplopoda 9. Lief. (1929) の 中 で Diplomaragnidae を Tokyosorninae と Diplomaragninae の 
2 看 科 に 分 け て その 特徴 を 記載 し , 前 者 に は た だ ! 属 1 種 7o:yosezzg takakuwai が 日 本 に 放す る と し た 。 
し か し そ と で 種 の 記載 は 行わ ず , その 記載 が 公表 きれ た の は 1932 年 3 月 30 日 刊行 の Zool. Jahrb. Bd. 62, 
Heft 5/6, p. 515 に お いて で あっ た 。 と の 原 記載 に お ら て 尿 地 は 東京 付近 と され て お おり , 属 名 も その 産地 
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よっ た も の で あろ ら と 思 ら が , し か し 高 和楽 か ら 三 好 か 上 直接 5 か が っ た と と ろ で は , と の 標本 は 奉 媛 県 今治 
市 付近 産 の ゃ の で あっ た と いら ち 。 し た が っ て こと の 種 は 愛媛 県 今治 市 の ある 高 細 半 島 全 体 に 広く 分 布 し て に 
る 。 こ の 種 の 生 殆 肢 の 構造 は 甚だ 複雑 で ある が ,。 と に か く Verhef の 原 記 載 中 の 説明 に も 図 た も 誤り が あ 
bo 三好 は この 7ofyosozzg 属 の 数 種 に つい て 正 礁 を 記載 を 行う べく 準備 中 で ある な, 今 と と に 記載 し た 
ofyosoma 人 に 近 痛 の 新 属 の 生殖 肢 の 説明 が 7o'yosozg の それ と 大 変 相違 す る か の 如く みん る の は 全く 後 


Abb. II. Pterygostegia luroiwadensis sp. nov. A=Gonopoden von vorn gesehen, 
Bst: Basalteil des Syntelopodits. B=Antenne. G=Männchen, 6. Segment von hinten 
gesehen. D=Männchen, Hinterende von oben gesehen. セーSyntelopodit von unten. 


者 の 原 記載 誤り が ある か ら で あ っ て 。 実物 は よく 似 た も の で ある と 考え られ た い 。 HEROLDT 
記し た よう に, Verhoef は 二 要 な 形質 で ある 鞭 状 大 本 毛 を 見 落し て いた が , 7o'yosozzg に は 明らか に それ 
が か あり, も ゃ し と の ミコ シヤ ス デ 科 を 亜 科 に 分 ける 必要 が ある な ら , と の 新 属 は Tokyosominae に は に る も の 
と 考え る 。 

TEREE: 体長 18mm の 雄 。 産地 : 愛媛 県 見 穴 郡 黒岩 洞 内 , 採集 者 上 野 俊一 氏 , 採集 日 1953 年 4 
月 15 日 。 和 標本 三好 保徳 保存 。 標 本 を めぐ まれ た 上 野 秋 一 氏 cC 深 感謝 を き さ げ る 。 


Résumé 


Beiträge zur Kenntnis japanischer Myriopoden 
24. Aufsatz: Über eine neue Gattung von Diplopoda 


Yasunori Mrivosr 
Matuyama Kita Kötōgakkö 


Pterygostegia gen. nov. (Diplomaragnidae) 
Diese neuc Gattung hat einige Ähnlichkeit mit Syntelopodeuma und Totyosoma, aber ist folgender- 


massen zu Charakterisieren: 32 Rumpfsegmente. Seitenflügel des Rumpfsegments, sowohl beim Männchen 
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als auch beim Weibchen, entwickelt sich gut. Hierin ist die neue Cattung dem Syxtelopodeuma ähnlich. 
Coxa der hinteren Gonopoden haben innere sowie äussere Hornfortsätze. Hierin ist die neue Gattung 
dem Tolyosoma ähnlich. Die Seitenfiugel am 6. bis 26. Ring dehnen sich stark in die Breite aus, 
aber die am 27. und 28. Ring sind verkleinert und am 29.-32. sind dieseiben gar nicht zu schen, 
Männchen: 1 und 2. Bein klein, aber 3.-7. Bein sebr gross und dick. Femur vón 3. Bein, ungefähr 
bis auf das hinterste, bogenförmig stark gebogen. Fast alle Tarsus sehr lang und etwa sabelig gebogen. 
Das 8. und 9. Beinpaar haben jeder an ihren Hüften nur einen kleinen Fortsatz. Weibchen: Beine sind 
schlank und Femur nicht gebogen. 

Gonopoden: wie sie séch in Abb. 1 und II zeigen. Dr. Verhoeff hat aber seine Meinung über die 
Gonopoden von Tol yosoma (d. h. Tokyosominae) im Zool. Jarb. Bd. 62, Heft 5/6 (1932) wie folgendes 
bemerkt: (Syncoxit der vorderen Gonopoden ohne Pseudofiagella™’, aber dünkt mich es ist seine zwei- 
fellos falsche Auffassung, weil ich bemerkt die Pseudoflagella durch die genaue Beobachtung von vielen 
Materialien, die ich von Typs-Örtlichkeit gesammelt, und diese neue Gattund ebenso hat die Pseudo- 
fagella wie Tolyosoma. 

Genotyp: Pterygostegia kuroiwadensis Miyosi 

Pterygostegia kuroiwadensis sp. nov. 

Männchen: Länge 18 mm, Breite eines Metazonites ca. 2.7 mm. 

Weibchen: Länge 17 mm, Breite eines Metazonites ca. 2.5 mm. 

Körperfarbe ist hell gelblich. Ocellen etwa 18, schwarzlich. Stirn und Scheitel behaart. Das 3. 
Antennenglied das längste. Collum enger als der Kopf, und ohne Seitenbuckel. Seitenflügel von 6. bis 
26. Ring sehr breit entwickelt sich ins breite, und aus den Knoten der Macrochaeten bildet sich ein etwa 
spitzwinkliges Dreieck, die Entfernung von dem vorderen Knoten bis zum inneren ist 5 mal so Jang als 
die von dem vorderen bis zum hinteren. Vordere Gonopoden: Schiffsschnabelförmiger Fortsatz des 
Mittellappens (des Syntelopodits) ist lang und gross. Endschild des Syntelopodits ist länger als Präfemur 
des hinteren Gonopods. Hintere Gonopoden: Innere und äussere Hornfortsatze des Syncoxit sind etwa 
gleich gross. Praefemur ist kurz und dick. Material: Der Holotyp, ein Männchen von 18 mm Länge, 
Allotyp, ein Weibchen von 17mm Länge, befindet sich in meiner Sammlung. Der Name wurde nach 


dem Fundort gegeben. Fundort: Kuroiwadō Höhle, Kamiukena-gun, Ehime-ken. 


会 記 H 
関東 支部 2 月 例会 l 
昭和 33 年 2 月 15 D. 東京 大 学 理学 部 動物 学 教室 講義 室 に て , 滝 語 氏 司会 の に 午 后 1! 時 半 よ り 開 
か れ 。 下記 の 講演 が あつ た 。 
L 和 Dm "më SS (Pom): "rr BS ORK ent, 
2. 大 u Æ GARAN): 適応 放散 性 に 関す る 一 考察 。 
出席 者 約 20 名 で あつ た 。 
関東 支部 3 月 例会 | 
昭和 33 年 3 H 15H, ob 1 時 半 よ り , 確 井 益 駿 氏 司 会 に より 東京 大 学 理学 部 動物 学 教室 講義 室 に 
て 開か れ : 下記 の 講演 が あつ た 。 出 庵 考 16 名 。 「 
1. 橋 本 (UNI, 日 本 産 オ ョ ギー ニス リカ 。 
2 須 甲 A m ER E) アメ リカ ザリガニ の 生殖 周期 に つい て 。 
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